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誰もが自分にとっての明るい未来を描き、

全力で前に進めるように。

今、 必要な支援を。

WHO WE ARE

仕事は、住まいに関する真のセーフティーネットです。

NPO法人 S t anda rd  Op in i on  Soc i e t y（SOS）は、

誰も取り残さないフェアな社会の実現を目指し、

雇用創出・教育のサポートなどの活動を行っています。

わたしたちについて

住居費助成事業

職業訓練事業

教育関連事業

災害支援事業

一口3 ,000円からご寄付の受付を

しております。皆様のあたたかいご

支援を、心よりお待ちしております。

ご寄付のお願い
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JID GROUP新型コロナ支援プロジェクトJID GROUP新型コロナ支援プロジェクト

JID GROUPは特定非営利活動法人 Standard Opinion Society を窓口として、

ひとり親家庭、コロナ失業により生活難となった方々への支援プロジェクトを、

2020 年４月に立ち上げ活動を開始しました。

2021 年 2月 1日より第二弾、7月 19日より第三弾の支援を実施し、

ご賛同いただける方からのクラウドファンディングによる寄付金と合わせて、

今必要なモノや情報をお届けし、助けが必要な人が孤立しないよう

精神的サポートを目的とした支援を行いました。

＼ JID GROU
P 新型コロナ支援プロジェクトとは？／

未来のために、“今” 必要な支援を。
困った時はお互いさま。
助けが必要な人が孤立しないよう精神的なサポートを大切に、
一人一人の暮らしに寄り添い、今を共に乗り越えていきます。

新型コロナウイルスにより生活に影響が出た方々への支援

プロジェクト概要プロジェクト概要

寄付金・支援金詳細

応募

全国のひとり親家庭
※一世帯５万円を給付
 （収入証明書提出あり）

コロナの影響で収入が減った

支援活動

寄付金

有志メンバー
JID GROUP

寄付金

取引先
代理店様

運営事務局

ひとり親家庭への支援ひとり親家庭への支援

・支援対象者

　大学生、短大生、専門学生

　※コロナが原因でアルバイト収入等が減少した学生

・支援枠

　各月 50 名

・支援内容

　QUO カード Pay　31,000 円分
応援します。

学びたい気持ちを

学生への支援学生への支援

【 第一弾 】

J I D 50,000,000 円

協賛企業 2,696,000 円

クラウドファンディング 3,055,000 円

合 計 55,751,000 円

【 第三弾 】

J I D 50,000,000 円

協賛企業 69,000 円

合 計 50,069,000 円

138,432,000 円

【 第二弾 】

J I D 30,000,000 円

協賛企業 176,000 円

クラウドファンディング 2,436,000 円

合 計 32,612,000 円

※第三弾支援内容

その他：医療機関支援　30,000,000 円 ( 千葉大学医学部附属病院、君津中央病院、千葉市にそれぞれ 10,000,000 円を寄付 )

総 合 計 金 額

受 取 寄 付 金

【 第一弾 】

ひとり親支援 244 名

334 名

578 名

12,200,000 円

就業支援 13,989,500 円

合 計 26,189,500 円

ひとり親支援 131 名

134 名

5,562,000 円

3 名学生支援 60,000 円

合 計 5,622,000 円

ひとり親支援 178 名

9 名

14 名

201 名

12,650,000 円

就業支援

学生支援

900,000 円

434,000 円

合 計 13,984,000 円

【 第三弾 】

75,795,500 円913 名

【 第二弾 】

総 合 計 金 額

支 払 支 援 金
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Standard Opinion Society の取り組み

2021 年 11 月

木更津本社隣接の羽鳥野みなのばにて、 新型コロナ

ウイルスの影響により、生活が 困窮している方に向

けた食料支援イベントを行いました。木更津市社会

福祉協議会様にも協賛いただき、お米•お水・トイレッ

トペーパー・ 焼き鳥缶・衛生用品などを無償で配布 

いたしました。

2021 年 12 月

木更津市内にある児童養護施設「野の花の家」の子

どもたちへ、ささやかではありますが、クリスマス

プレゼントをお届けいたしました。

そのお礼として、子どもたちが描いた 2022 年度の手

作りカレンダーをいただきました。

2021 年 6 月

約 1 万人に 1 人という難病「胆道閉鎖症」と診断されたアフリカ・

ルワンダの乳児、ガンザ・ハビヤンベレ・イーサンちゃん（当時

生後約 7 ヶ月）へ 100 万円の支援をいたしました。

※ガンザちゃんの肝臓移植手術は 2021 年 11 月 24 日に実施され、

ベルギーの病院にて３ヶ月間の療養と経過観察を行う予定。

JID GROUP オリジナルデザイン 自動販売機

自動販売機は木更津羽鳥野「みなのば」に設置されており
売上の一部は「木更津波岡こども食堂」へ寄付されます。
また、地域の皆様に笑顔の花が咲きますように！という
願いを込めて、JID 社員がイラストを担当しております。

特定非営利活動法人 Standard Opinion Society は

これからも、【今できること】を続けていきます。

特定非営利活動法人 Standard Opinion Society は

これからも、【今できること】を続けていきます。

特定非営利活動法人 Standard Opinion Society は

これからも、【今できること】を続けていきます。

特定非営利活動法人 Standard Opinion Society は

これからも、【今できること】を続けていきます。

　　　　　　　　様に

ご協力いただき、

全国的な就労支援活動を

行っております。

＼ 支援をキッカケ
に一緒に働き始めました！／

住居・就労支援

■ Aさんのエピソード

2020 年８月１日、久留里へ、８日は亀山温泉、２２日には、７０キロの山道を片道４時間以上かけて大多喜町へ

自転車で観光に行ってきました。見渡す限り山々と緑、岩壁に覆われ、密を気にすることなく安全かつローコスト

な旅ができました。元気でなければできないことです。そう思うと、新型コロナウイルス支援プロジェクトがきっ

かけで７月１４日に木更津に初めて転居してきた頃と比べると精神的にも元気になり、落ち着いてきた事を実感し

ます。以前は春日部に、新卒以来職を転々としながら独り暮らしをしていました。生活が苦しいときもありました

が、自力で耐えていくことができました。しかし、2020 年になってから日本国内でも猛威をふるい始めた新型コ

ロナウイルスがきっかけで失業し、転職や職業訓練を受けることも難しくなりました。「恒産なくして恒心なし」

という言葉がありますように、精神的にも不安定になっていきました。貯金は、ストレス解消ではじめたギャンブ

ルにのめりこんで全て失いました。失うどころか様々な滞納金がかさみ、負債もできてしまいました。

そういった状況で、自分が不甲斐なく感じると同時に、後先の道の見えないことに対する恐怖を感じるようになり

ました。木更津に越してくる前の２、３か月は、家財を売ってわずかなお金で食いつなぐ生活で、ひどい時には１

週間何も食べない生活を送ったこともありました。とても社会復帰できるような状況ではありません。そのような

生活を送っている中で、JID の方が自宅に訪問された際に、木更津で「新型コロナウイルス支援プロジェクト」と

いうものがあると紹介を受けたとき、藁にもすがる思いで参加を希望し、連絡をしたことを覚えています。現在、

住居や就職支援を受けて、新たな人生がスタートしたのを実感しています。生活の立て直し、それから滞納金や負

債の完済に向けて、サポートをしてくださっている JID の皆様、元気で明るい職場の皆様に感謝しながら、まだ少

し長い道のりではありますが、歩んでいきます。その過程で新たな発見や、人との出会いを大切にしていきたいと

感じています。今後新たにチャレンジしたいことは新型コロナウイルスによって、満足に教育が受けられなくなっ

たお子さんを持つご家庭の支援をまた新たに木更津でも取り組みたいと思っています。埼玉にいた時も、貧困世帯

を対象にボランティア支援をしていたことがありましたが、今よりいっそうそうした共助、公助が必要になってき

ているように思えました。今受けている恩恵を社会に還元できるように努力したいです。
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SOSが自治体と JID GROUPの架け橋となり、

さまざまな理由で支援が必要な方々の

サポートを行っております。

SOSが自治体と JID GROUPの架け橋となり、

さまざまな理由で支援が必要な方々の

サポートを行っております。

自治体

就労

住居

自治体

就労

住居

きっかけ

はじめは、別のNPO法人の Tさんと家庭環境について相談を行っていました。当時は、父、兄、
祖母と 2歳になる娘の 5人で暮らしておりました。小さいころから、父は酒癖が悪かったのですが、
娘が産まれてから日に日に暴言が酷くなり、時には刃物を振り回すことも多々あり、警察へも相談
をしていました。車の中に避難して夜を過ごすことも何度もありました。そんな状況の中で Tさん
から紹介を受けたのが、「特定非営利活動法人 Standard Opinion Society（SOS）」でした。

決 意

2021 年 4月 1日の早朝、父からまた暴言を浴びせられ「このままでは、いずれ娘にまで被害がで
てしまう ...」と考え、藁にも縋る思いで面談をお願いしました。Tさんと SOSさんは、直ぐに対
応していただいてその日にお話を伺うことができました。当時の状況を息も荒く話していくうちに
「地元を出て新たな地での生活をしていくことの決意」ができました。支援の内容は、千葉県にあ
る住居の家賃補助の支援と仕事を紹介してくれるという内容でした。当時、正直別の土地で生活が
できればどんな仕事でもまずはやっていこうと思え、支援のお願いを決意することができました。

今後に
ついて

気持ちを切り替えて、これからは生活を安定させるために、まずは仕事を頑張っていきたいと思い
ます。今思い返してみれば、SOSさんがこちらにくるまで、非常にスピーディーに対応いただいた
ことが、大きかったと思います。シェルターで過ごしている期間は、子どもも家に帰りたいとずっ
と泣き止まないときには、私も「やっぱり、家に帰った方が良いのかも」と心が弱くなってしまう
こともありました。ですが、いち早く千葉に行く段取りを組んでいただいたことは、非常にありが
たかったです。本当にありがとうございました。

新生活

4月19日必要最低限の衣類の荷物を持ってSOSさんのある千葉へ向かいました。娘は、ずっとシェ
ルター暮らしで外に出れていなかったため、ひさびさの外に喜んでいました。私も「やるしかない
な」という気持ちでした。初日は、担当の方が空港まで迎えに来てくださり、市役所や社会福祉協
議会での手続き、新居にも案内してくれました。新居は会社で家具・家電もそろえてくださってい
て、広さも十分すぎるお部屋を準備してくださいました。仕事に関しても、グループ会社をすぐに
紹介してくださいました。会社には託児所も併設されているため、仕事もすぐに始めることができ
ました。娘も比較的すんなり託児所になじんでくれました。ここ最近では、先生やお友達の名前も
覚えて、連絡帳をみると、毎日楽しく遊んでいる様子がみてとれてほっとしています。

旅立ち
千葉へ移動するまでの約 3週間シェルターに避難もさせていただきました。娘は「家に帰りたい」
とはじめは泣いていました。そんな娘をみていると私の気持ちも揺らぎました。生まれ育った家に
帰るべきか新しい生活をつかむか考え抜いた結果、「行けばなんとかなる」という思いで地元を後
にしました。

仕 事

仕事は楽しいです。新しい職場は、非常にやさしくて話しやすい方がたくさんいる職場で安心しま
した。ここの仕事でなければ続いていなかったかもしれないです。職場環境には本当に救われてい
ます。今は始めて 1ヶ月くらい経ちましたが、業務に関しても少しづつ慣れてきました。夜も 2週
間くらい前までは、あまり寝れなかったのですが、子どもも落ち着いてきて、生活も慣れてきたの
か、少しづつ寝れるようになってきました。

きっかけ
昨年から母の体調が悪くなってしまい看病をしていましたが、万一のことがあったらと考えると、
不安もたくさんありました。そんな中で自分にできることは何か考え、仕事を安定的にしていくこ
とが必要だと思い、転職することを決めました。

仕 事

市役所に相談し「特定非営利活動法人 Standard Opinion Society（SOS）」を紹介いただきました。
今までの仕事でも印刷業務の経験はありましたが、就業先の印刷機は機械も大きく印刷する枚数も
たくさんあると聞いて、私にできるかなとドキドキでした。仕事が決まった時は、母も喜んでくれ
ました。

働いて
変わった
こと

人と話すことに少し自信がついたと思っています。今までの仕事は、ポスティングの仕事などがメ
インだったのですが、基本的に 1人で行う仕事でした。今の仕事は周りの仲間と一緒に行う仕事で、
話すことも少しずつできるようになりました。分からないことや、トラブル等があった際に、仲間
と相談や確認ができることは、不安に思うことも少なくなって良かったと思います。

始めて
から

仕事が始まってからは、覚えることも多く一生懸命に働いてきました。最初は週3日の勤務でスター
トして、印刷の手順も少しずつわかってきた今では、週 4日での勤務で働けるようになりました。

今後に
ついて

今後はフルタイム（週 5日）で働いていけるように頑張っていきたいと思っています。仕事に対し
て自信がついたことで、更に仕事を覚えていきたいと考えるようになりました。稼いだお金で母に
も食事をごちそうできるようになったのも、SOSにお世話になったおかげだと思います。

■ B さんのエピソード ■ C さんのエピソード

＼ SOS 就労支援の仕組み ／
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の取
り組み

第一弾に引き続きクラウドファンディングによる寄付金の受付を
行いました。

第二弾 JID GROUP 新型コロナ支援プロジェクト第二弾 JID GROUP 新型コロナ支援プロジェクト第二弾 JID GROUP 新型コロナ支援プロジェクト第二弾 JID GROUP 新型コロナ支援プロジェクト

ダムの貯水量減少により一部地域で断水の恐れがある南房
総市の子どもたちへ12月 17日に水やアルコール除菌シー
トなどの支援物資をお届けしました。

12月
２０２0年

千葉県南房総市の子どもたちに支援物資をお届け千葉県南房総市の子どもたちに支援物資をお届け

JID 本社託児所の子どもたちと、トレーラーハウス店舗の「Strong 
English School」・「公文式 羽鳥野みなのば教室」の生徒たちより、
1 月 29 日に千葉大学医学部附属病院、及び君津中央病院にエールを
送るため、寄せ書きをお贈りしました。

子どもたちから病院職員にエール子どもたちから病院職員にエール子どもたちから病院職員にエール子どもたちから病院職員にエール
1月
２０２１年

コロナの影響で所得が減った全国の『ひとり親家庭』を支援するため、
クラウドファンディングによる寄付金の受付を行いました。
※期間：６月５日～７月２２日　※受取寄付金：3,055,000 円

クラウドファンディングによる寄付金受付開始クラウドファンディングによる寄付金受付開始クラウドファンディングによる寄付金受付開始クラウドファンディングによる寄付金受付開始

第１弾、第２弾に引き続き、ひとり親家庭やコロナ失業により生
活難となった方々への支援を行いました。

第三弾 JID GROUP 新型コロナ支援プロジェクト第三弾 JID GROUP 新型コロナ支援プロジェクト第三弾 JID GROUP 新型コロナ支援プロジェクト第三弾 JID GROUP 新型コロナ支援プロジェクト
4月
２０２1年

※受付期間：７月 19日 ～ 11 月 14 日

JID GROUP は特定非営利活動法人 SOS を窓口と
して、ひとり親家庭、コロナ失業により生活難となっ
た方々への支援プロジェクトを立ち上げました。

４月
２０２0年

JID GROUP 新型コロナ支援プロジェクト立ち上げJID GROUP 新型コロナ支援プロジェクト立ち上げJID GROUP 新型コロナ支援プロジェクト立ち上げJID GROUP 新型コロナ支援プロジェクト立ち上げ

コロナの影響を受けたご契約者様を対象に、JID GROUP
各社で製作したオリジナル生活応援グッズを JID からの
メッセージカードと合わせて配布いたしました。

木更津市内の小学校に通う児童へ向けて、全児童7,300名分のステー
ショナリーセットを各校へ寄贈しました。

木更津市の全小学校にステーショナリーセット寄贈木更津市の全小学校にステーショナリーセット寄贈木更津市の全小学校にステーショナリーセット寄贈木更津市の全小学校にステーショナリーセット寄贈

マスクが行き届いていない方々に新型コロナウイルス感染防止対策
として活用していただくため木更津市にマスク 10,000 枚を寄贈し
ました。

木更津市にマスク寄贈木更津市にマスク寄贈木更津市にマスク寄贈木更津市にマスク寄贈

５月
２０２０年

６月
２０２０年

新型コロナウイルスにより影響を受けた医療の現場で活動する方々
への感謝とすべての方が安心して医療を受けられることを願い、総
額１億円を寄付しました。

ご契約者様からの保証料の一部も含め医療機関へ寄付ご契約者様からの保証料の一部も含め医療機関へ寄付ご契約者様からの保証料の一部も含め医療機関へ寄付ご契約者様からの保証料の一部も含め医療機関へ寄付

児童養護施設【野の花の家】に社員有志により集まった布マスク
260 枚とステーショナリーセットを寄贈しました。

児童養護施設に布マスク、ステーショナリーセット寄贈児童養護施設に布マスク、ステーショナリーセット寄贈児童養護施設に布マスク、ステーショナリーセット寄贈児童養護施設に布マスク、ステーショナリーセット寄贈

※JID ホールディングス：5,000 枚　SOS：5,000 枚

７月
２０２０年

９月・１０月
２０２０年

ご契約者様が経営されている店舗を積極的に利用し、
お弁当などを注文する支援活動を行いました。

飲食店支援飲食店支援飲食店支援飲食店支援（ 2 月～10 月間の隔月に実施 )

コロナの影響により制限のある生活の中で、少しでも笑顔をお届けした
いという思いで、木更津市内の幼稚園・保育園 ( 計 28 園 ) を卒園され
る子どもたちへお祝いとして、2 月 22 日にステーショナリーセットを
寄贈しました。

ステーショナリーセット寄贈ステーショナリーセット寄贈ステーショナリーセット寄贈ステーショナリーセット寄贈

※期間：２月１日～３月３１日　※受取寄付金： 2,436,000 円

11 月 13 日 ( 金 )
JID グループ 新型コロナウイルス医療機関支援寄付金贈呈式を行いました。

【出席者一覧】※順不同
■国立大学法人 千葉大学 学長　徳久様、千葉大学医学部附属病院 院長　横手様

■君津中央病院企業団 企業長　田中様、君津中央病院 院長　海保様、木更津市長　渡辺様
■千葉市長　熊谷様　■千葉県 病院局 局長　山崎様

木更津市内で利用できる電子地域通貨『アクアコイン』
を通じて、地域を支える事業者と消費者の双方に利益が
生まれることを期待し、4 月 27 日に総額 2,000 万円を
寄付しました。

『アクアコイン』を活用した
地域経済活性化のため木更津市へ寄付
『アクアコイン』を活用した
地域経済活性化のため木更津市へ寄付
『アクアコイン』を活用した
地域経済活性化のため木更津市へ寄付
『アクアコイン』を活用した
地域経済活性化のため木更津市へ寄付

７月
２０２1年

2月
２０２１年

飲食店様 様を小売店
応援します！

・飲食店様 様を小売店
応援します！

・
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J ID  GROUPJ ID  GROUP

理事長：

設　立：

所在地：

井坂  泰志

20 1 0 年６月２日

〒292-0819  千葉県木更津市羽鳥野 6 丁目 20 番地 15

日本賃貸保証株式会社
賃貸保証システムのパイオニア

JIDホールディングス
公平で公正な社会づくりに貢献する

一般財団法人JID財団
奨学援助 不動産に関するコンサルティング

JID INVESTMENTS株式会社

株式会社ホームマイスター24
あなたの賃貸生活を快適安心サポート

ジョブスタイル株式会社
職業紹介・派遣事業

ムービングマスタージャパン株式会社
引越しで、未来をつくる

コロナ支援プロジェクト協賛企業コロナ支援プロジェクト協賛企業
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